
■
旅
行
者
動
向
２
０
１
３　

最
新
刊

最
新
の
旅
行
の
実
態
や
旅
行
者
の
意
識
に
関
す

る
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
、
当
財
団
独

自
の
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
分
析
。
グ
ラ
フ
や
図

表
を
多
用
し
て
分
か
り
や
す
く
解
説
。
政
策
立

案
や
事
業
展
開
な
ど
に
幅
広
く
活
用
で
き
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
集
。
二
〇
一
三
年
十一
月

発
行
。

■
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践　

最
新
刊

観
光
地
の
持
続
的
発
展
に
と
っ
て
、
今
や
「
観

光
地
を
経
営
す
る
」
と
い
う
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
考
え
方
が
重
要
。
本
テ
キ
ス
ト
は
、
既
存

観
光
地
の
現
場
で
日
々
努
力
し
、
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
が
主
な
対
象
。「
観
光
地
経
営
」を「
一

定
の
方
針
（
ビ
ジ
ョン
）
に
基
づ
い
て
、
観
光
地
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営

資
源
、
推
進
主
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
一
連
の
組
織
的
活
動
」
と

定
義
し
、
八
つ
の
視
点
と
十
の
実
践
例
に
つ
い
て
、
そ
の
考
え
方
と
展
開
手
法

を
解
説
。
当
財
団
調
査
研
究
専
門
機
関
化
五
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
発
刊
。
二
〇
一
三
年
十
二
月
発
行
（
丸
善
出
版
）。

■
機
関
誌
『
観
光
文
化
』２
２
１
号　

最
新
刊

当
財
団
が
実
施
し
て
き
た
自
主
研
究
の
成
果

等
を
交
え
な
が
ら
、
国
際
的
な
視
野
か
ら
経

済
、地
域
計
画
、交
通
運
輸
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

造
園
学
と
いっ
た
学
問
領
域
と
観
光
と
の
関
わ

り
を
紹
介
。
海
外
に
お
け
る
観
光
研
究
の
知

見
の
日
本
へ
の
移
入
や
適
用
、
日
本
か
ら
の
発

信
手
法
や
今
後
の
観
光
研
究
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
提
言
を
試
み
た
一
冊
。

二
〇
一
四
年
四
月
発
行
。（
季
刊　
一
、四
、七
、十
月
）。

■
美
し
き
日
本  

旅
の
風
光　

最
新
刊

調
査
研
究
専
門
機
関
と
し
て
五
〇
周
年
を
迎
え

た
こ
と
を
期
に
、
当
財
団
が
長
年
取
り
組
ん
で

き
た
「
日
本
に
お
け
る
観
光
資
源
の
評
価
に
関

す
る
研
究
」の
成
果
を
基
に
監
修
。
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
を
エ
リ
ア
ご
と
に
ま
と
め
、
風
景
だ

け
で
は
な
く
、伝
統
文
化
、神
社
仏
閣
、温
泉
、

街
、
食
、
祭
り
、
芸
能
な
ど
、いつ
ま
で
も
残
し
て
お
き
た
い
日
本
の
大
切
な
資
源

と
し
て
紹
介
。
完
全
英
語
訳
付
き
で
海
外
の
方
に
も
広
く
日
本
の
観
光
資
源
の
魅

力
を
お
伝
え
で
き
る
一
冊
。二
〇
一
四
年
五
月
発
行（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）。

※ 

当
財
団
出
版
物
の
ご
注
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

担
当
：
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益
財
団
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社 
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◆
私
た
ち
が
海
外
で
の
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
、
観
光
対
象
と
し
て
の
資
源
は

実
に
多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
に
も
紹
介

し
た
く
な
る
よ
う
な
我
が
国
が
有
す
る
素
晴
ら

し
い
観
光
資
源
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
い
わ
ゆ
る

「
日
本
ら
し
さ
」
と
は一体
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

◆
風
景
を
眺
め
る
と
、
日
本
人
な
ら
「
あ
あ
、
日
本

ら
し
い
風
景
だ
な
あ
」
と
直
感
的
に
認
識
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
自
然
資
源
で
は
そ
う
言
え
る

こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
文
資
源
で
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
人
は
、
自
身
の
目
、
耳
な
ど

の
五
感
そ
し
て
心
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
モ
ノ
を

捉
え
て
い
ま
す
。
価
値
を
見
い
だ
す
た
め
に
評
価

軸
あ
る
い
は
視
点
を
設
定
し
て
、
今
日
的
価
値

基
準
で
客
観
的
に
観
光
資
源
を
評
価
・
選
定
し

た
研
究
プ
ロ
セ
ス
と
成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

◆
観
光
資
源
の
「
場
」
に
行
く
こ
と
、
居
る
こ
と
に

価
値
を
見
い
だ
せ
る
か
、
決
定
す
る
根
拠
に
な
る

評
価
基
準
を
示
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
一つ
の
判

断
材
料
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
片
桐
）

  

観
光
文
化
編
集
室
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

kankoubunka@
jtb.or.jp

●
「
温
泉
」
は
日
本
人
の
行
き
た
い
旅
行
の
上
位
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
温
泉
地
の
多

く
は
消
費
者
ニー
ズ
や
旅
行
形
態
の
変
化
に
対
応
で
き
ず
低
迷
を
続
け
て
い
ま
す
。
消
費
者

の
旅
行
に
求
め
る
価
値
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
中
で
、
温
泉
地
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
常
に
時
代
の
変
化
に
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
せ
、
時
代
を
超
え
て
変
わ
ら

な
い
価
値
の
あ
る
も
の
を
踏
ま
え
つつ
、
温
泉
地
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
次
号
で
は
、
温
泉
地
に
お
け
る
不
易
流
行
につい
て
考
え
ま
す
。
温
泉
地
づ
く
り
に

熱
心
に
取
り
組
む
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
語
る
地
域
の
現
状
認
識
と
将
来
展
望
、
温
泉
地
研

究
の
第
一人
者
か
ら
の
提
言
に
加
え
て
、「
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」（
当
財
団
自
主
研
究
）

の
研
究
成
果
等
を
踏
ま
え
て
、温
泉
地
、温
泉
旅
館
の
課
題
と
展
望
を
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

次

号

予

告

当
財
団
か
ら
の
お
し
ら
せ

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

「
研
究
員
コ
ラ
ム
の
紹
介
」（
二
〇
一
四
年
三
月
〜
五
月
）

行
く
先
々
で
見
て
触
れ
て
、
そ
し
て
地
元
の
人
た
ち
と
語
り
、
感
じ
た
こ
と
。
世
相
の
な
か

に
見
た
観
光
の
未
来
像
な
ど
、
各
研
究
員
が
独
自
の
経
験
と
視
点
を
基
に
し
て
、
ホ
ッ
ト

な
雑
感
を
綴
り
ま
す
。
当
財
団
ホ
ー
ム
ペー
ジ
「
研
究
員
コ
ラ
ム
」
に
掲
載
し
た
三
カ
月
分

を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

研
究
員
コ
ラ
ム
一
覧   

で
検
索
で
き
ま
す
。

２
０
９　

映
画
は
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
る
の
か
？ 

（
外
山
昌
樹
）

２
１
０　

環
境
と
共
生
す
る
リ
ゾ
ー
ト
〜
カ
ナ
ダ
・
ウ
ィ
ス
ラ
ー
を
訪
れ
て 

（
中
島
泰
）

２
１
１　

文
化
財
保
護
に
観
光
客
の
力
を
借
り
よ
う 

（
西
川
亮
）

２
１
２　
「
遊
び
心
」
が
高
め
る
地
域
の
魅
力 

（
福
永
香
織
）

２
１
３　
「
地
味
な
珍
し
さ
」
に
も
注
目
し
て
地
域
の
魅
力
発
見
を 

（
堀
木
美
告
）

２
１
４　
「
聖
地
」
に
お
け
る
観
光
の
あ
り
方
に
つい
て 

（
牧
野
博
明
）
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「
２
０
１
４
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
」

当
財
団
主
催
の
今
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・セ
ミ
ナ
ー
既
開
催・予
定
に
つい
て
ご
案
内
し
ま
す
。

●
平
成
二
十
六
年
度  

観
光
地
経
営
講
座
　
既
開
催

「
観
光
地
経
営
の〝
八
つ
の
視
点
〞と
実
践
〜
組
織
を
見
直
し
て
実
力
を
高
め
る
！
」

二
〇
一
四
年
六
月
二
十
六
日（
木
）〜
二
十
七
日（
金
）

会
場
：
当
財
団
大
会
議
室
（
朝
日
生
命
大
手
町
ビ
ル
17
階
）

二
〇一三
年
十
二
月
発
刊
の『
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』を
テ
キ
ス
ト
に
、今
回
の
講
座

は
、特
に「
組
織・人
材
」に
焦
点
を
当
て
て
開
催
し
ま
し
た
。当
財
団
研
究
員
の
他
、八
ヶ
岳

観
光
圏
、富
士
河
口
湖
町
で
観
光
地
経
営
に
携
わ
る
実
践
者
が
講
師
を
務
め
、各
地
の
取

り
組
み
を
解
説
。総
括
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
で
は
、受
講
者
も
交
え
た
意
見
交
換
を
行
い
、参

考
に
す
べ
き
点
な
ど
を
整
理
し
ま
し
た
。同
講
座
は
来
年
度
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

●
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
仮
称
）　
下
期
開
催
予
定

当
財
団
独
自
の
旅
行
市
場
調
査
お
よ
び
観
光
政
策
に
関
す
る
調
査
の
研
究
成
果
発
信
の

場
と
し
て
、財
団
研
究
員
と
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
発
表
を
行
う
予
定
で
す
。現
在
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。最
新
情
報・詳
細
に
つい
て
は
、準
備
が
で
き
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
で
ご
案
内
し
ま
す
。

当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ U

RL
:http//w

w
w
.jtb.or.jp  

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

【
観
光
文
化
２
２
０
号　

お
詫
び
と
訂
正
】

・
６
ペ
ー
ジ　

特
集
１　

１
段
目
６
行
目

二
十
一
の
学
問
分
野
（
正
）
二
十
の
学
問
分
野
（
誤
）

著
者
溝
尾
良
隆
氏
か
ら
、
後
日
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｊ
・

ジ
ャ
フ
ァ
リ
氏
の
論
文
に
あ
た
っ
た
と
こ
ろ
、
二
十

分
野
で
は
な
く
て
二
十
一
分
野
が
正
し
い
こ
と
が
判

明
し
た
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

【
観
光
文
化
２
２
１
号　

お
詫
び
と
訂
正
】

・
36
ペ
ー
ジ　

特
集
テ
ー
マ
か
ら
の
視
座

３
段
目
５
行
目　

二
カ
所

「
他
者
依
存
型
」（
正
）「
他
社
依
存
型
」（
誤
）

以
上
、
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
（
観
光
文
化
編
集
室
）
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